
1 / 2

作問の工夫

『テストの点数が自分で決められる問題』

N とk は正の整数とする。
kN の 一の位の数を ),( kNf ，

)8,()7,()6,()5,()4,()3,()2,()1,()( NfNfNfNfNfNfNfNfNg  とする。

(1) )4,3(f の値を求めよ。

(2) 2，3，4，5，6，7，8，9 の８個の中の数から N の値を適当に１つ決めて、

)( Ng の値の一の位の数ｍを求めよ。

ただし、そのｍの値を、この問(2) におけるあなたの得点とする。

自然数nの関数 )(nf ， )(ng を、

を７で割った余りnnf )(
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によって定める。

(2) あなたの好きな自然数nを１つ決めて )(ng を求めよ。その )(ng の値を

この設問におけるあなたの得点とする。

（1995 年 京都大学・後期・文系）

この京都大学の問題は、テストの点数が自分で決められる問題という有名な問題ですが、

この問題を参考にして、 の問題を考えました。
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の問題の答

6N のとき、ｍ＝８となり、８点が得点となります。

（N＝2,3,4,5,7,8,9 のときは、ｍ＝０となり、０点が得点となります。）

（1995 年 京都大学・後期・文系）の問題の答えは、

6n のとき、 18)6( g となり、18 点が得点となります。

5,4,3,2,1n のときは、０点が得点となります。

6 の倍数のとき、18 点が得点となります。

※ きちんとした解答は、各自で考えてください。

テストの点数が自分で決められる問題を作ってみませんか？


